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ビタミンビタミンビタミンビタミンＣＣＣＣととととアスコルビナーゼアスコルビナーゼアスコルビナーゼアスコルビナーゼ    
 

私達の健康を様々な方向か

らサポートしてくれる『ビ

タミンＣ』。 

 

白血球の働きを高め、免疫

力を向上させる為、風邪の

予防や回復に大きく貢献し

ます。 

 

胃がんや肝臓がんの原因と考えられている『ニト

ロソアミン』の生成を抑制し、がんの予防にも役

立っています。 

 

また、ストレス社会と揶揄され

る事もある現代に欠かせない栄

養素として注目を浴びていま

す。 

 

私達はストレスを感じると抗ストレスホルモンの

『アドレナリン』が分泌されますが、ビタミンＣ

が不足するとアドレナリンが十分に生成されず、

ストレスに負けてしまいます。 

 

その重要なビタミンＣを、果たして私達は効果的

に摂取できているのでしょうか？ 

 

☆☆☆☆大根大根大根大根とととと人参人参人参人参☆☆☆☆    
 

大根と人参を一緒にすりおろした見

た目の美しい『もみじおろし』。で

も、実はこの組み合わせは、栄養の

観点から見るとお勧めできません。 

 

それは、人参には『アスコルビナーゼ』と言う物

質が含まれており、これが大根の『ビタミンＣ』

を破壊してしまうからです。 

～ＦＣＣ～ＦＣＣ～ＦＣＣ～ＦＣＣ環境委員環境委員環境委員環境委員からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ～～～～    
 

弊社ではエコキャップ活動を実施してお

ります。 

 

ペットボトルのキャップを集めて、専門

の回収業者に届ける事により、キャップ

800個につき１本のポリオワクチンと交

換できます。 

 

ペットボトルのキャップに使われて

いる材質は主にＰＰ（ポリプロピレ

ン）で、上質な資源になるため、そ

こから出た利益を病気などで苦しむ

世界中の子供達のワクチン購入資金

に充てられるのです。 

 

また、ただゴミとして捨ててしまえば、焼却処分の

場合はキャップ400個で3,150グラムの二酸化炭素を

排出する事になります。 

 

弊社では皆様のご協力もあり、去年一年

間で39,040個、約48人分のワクチン交換

量を集めました。 

 

まだまだ小さな活動ですが、今後とも弊社ではエコ

キャップの収集を行っていきます。 

 

もし、お手元にペットボトルのキャップがあるよう

でしたら、施工に伺った際に弊社スタッフがお預か

りさせていただきます。 

 

ぜひ、ご協力をよろしくお願い申し上げます。          

 

１１１１、、、、２２２２位位位位をををを争争争争うううう食中毒食中毒食中毒食中毒のののの原因菌原因菌原因菌原因菌    

『『『『サルモネラサルモネラサルモネラサルモネラ属菌属菌属菌属菌』』』』    

 
サルモネラ食中毒は典型的な感染型食中毒です。 

 

日本における食中毒発生件数の2～3割が、サルモネラ属

菌による感染とされています。その特徴は、鶏卵を使用

した菓子による大規模な感染が多くみられる事が挙げら

れます。 

 

サルモネラ属菌はネズミの媒介による

感染が多数を占める為、近年のクマネ

ズミの増殖により問題となっていま

す。また、鶏肉や鶏卵を介した感染も

増加傾向にあります。 

 

鶏卵を介したサルモネラ汚染防止には

鶏卵の洗浄が有効とされていました。 

 

近年では卵殻の外部からの汚染だけではなく、菌がニワ

トリの卵巣や卵管に寄生し、卵黄に細胞内寄生し、その

外側にある卵白などが保菌する事により、鶏卵そのもの

が汚染している事が知られるようになりました。 

 

その他、ミドリガメやトカゲ等の爬虫類のペットからの

感染も報告されています。 

 

主な症状は嘔吐、水様性下痢などの

消化器症状、発熱（高熱）などで、

抵抗力のない人は菌血症を起こし重

症化することがあります。潜伏期間

は平均12時間程ですが、場合により3

～4日程潜伏する事もあります。 

 

アスコルビナーゼは人参の他に、きゅうりやカリ

フラワー、キャベツ、かぼちゃ、春菊、バナナ、

りんご等に含まれます。 

 

しかし、そんなアスコルビナー

ゼにも弱点はあります。加熱す

る、或いは発酵させると酵素の

作用が無くなる為、ビタミンＣ

を破壊する事も無くなります。 

 

また、酢や柑橘系のオレンジ等を

混ぜるとビタミンＣの破壊を抑え

る事ができます。 

 

サラダを作る時には、下ゆでをし

たり、柑橘系の果物を併用したり

といった対策してみては如何で

しょうか？ 

 
 

 

食中毒食中毒食中毒食中毒をををを予防予防予防予防しましょうしましょうしましょうしましょう！！！！    

 
１．サルモネラ菌での食中毒の大半

が食品の加熱不足です。肉・魚など

はなるべく生食を避け十分に加熱し

ましょう。 

 

２．サ ラ ダ な ど、生 で食 べる 野 菜

は、十分に洗いましょう。（洗剤を

用いる場合もあります） 

 

３．まな板、包丁なども常に清潔にし

ておきましょう。 

 

４．ネズミからの感染を防ぐ為、食品

は常に密閉保管しましょう。 

 

５．あまり大量に作り置きしないで、

その日に作ったものはその日に食べき

る作り方をしましょう。 

 

※調理方法や保管方法に気をつけても、まな板が汚れてい

たのではまったくの無意味です。 

まな板は… 

 

１．漂白剤（除菌液）を上に中量垂らし、フライパン返し

などで、まんべんなく塗りましょう。 

 

２．塗り終わったら、上に濡らしたタオルなどをかぶせま

しょう。 

 

３．除菌するときだけでなく、常にまな板はきれいにしま

しょう（きれいなタワシを使い洗剤で洗いましょう）。 

ネズミネズミネズミネズミでおでおでおでお困困困困りのおりのおりのおりのお客様客様客様客様はははは…………    
 

食中毒を媒介するネズミは衛生面における最大の問題

児。早期の駆除が必要です。 

 

弊社では、ネズミの駆除も行っておりますので、お気軽

にご相談下さい。 

 

※ホームページ上でも、ご紹介しております。 

商品紹介商品紹介商品紹介商品紹介 

 

まな板・ダスターの除菌漂白には、この商品！！ 

 

商品名：テルロンブリーチミニ（5ℓ） 

価 格：￥9,387－（１ケース/3本入り） 

 

ご注文は、ホームページ、又はお電話にて

承っております。 
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ど
う
も
世
中
が
変
だ
！
そ
れ
は
、
地
球
環
境
が
少
し
ず

つ
劣
化
し
て
い
る
事
と
関
連
が
無
い
と
は
、
断
言
出
来
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。 

 

昔
は
、
そ
れ
程
、
問
題
視
さ
れ
て
な
か
っ
た
、
た
だ
の
虫
が
、
今
で
は
、

「不
快
虫
」
な
ど
云
っ
て
騒
が
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
季
節
、
部
屋
の
中
を
元
気
に
飛
び
ま
わ
る
虫
は
い
な
い
が
、
日
当
り
の
良
い
部
屋
の
窓
枠
に
、
奇
妙
な
小
さ
な
虫
の
群
を
目

に
す
る
事
が
あ
る
。 

 

こ
の
虫
は

「カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
」
と
称
す
る
虫
の
一
群
で
、
生
活
の
場
は
、
樹
木
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
公
園
の
樹
木
、
街
路
樹
お
よ

び
庭
木
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

一
般
に
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、
環
境
の
劣
化
が
進
み
、
樹
勢
が
衰
え
て
来
る
と
発
生
し
易
く
な
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
虫
が
多
発
す
る
と
云
う
事
は
、
自
然
環
境
が
徐
々
に
悪
く
な
っ
て
い
る
事
の
現
れ
と
云
え
る
。 

 

こ
の
時
期
、
室
内
に
侵
入
し
て
来
る
代
表
的
な
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、
オ
オ
ワ
ラ
ジ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
と
云
う
種
類
で
あ
る
。 
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シ
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と
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ど
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と
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カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、
分
類
的
に
は
、
生
活
害
虫
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ト
コ
ジ
ラ
ミ

（ナ
ン
キ
ン
ム
シ
と
も
云
う
）
と
同

じ
、
半
翅
目
と
云
う
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
虫
で
あ
る
。 

 

オ
オ
ワ
ラ
ジ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
主
要
な
寄
主
植
物
は
、
ブ
ナ
科
植
物
の
カ
シ
、
シ
イ
、
マ
テ
バ
シ
イ
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
に
寄
生
し
、
樹
液
を
吸
汁
し
て
生
活
す
る
が
、
冬
季
に
移
動
す

る
性
質
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
、
冬
の
虫
と
し
て
目
立
っ
た
訳
で
あ
る
。 

 

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
雌

（メ
ス
）
の
成
虫
は
、
体
長
が
１
０
㎜
前
後
で
大

型
種
で
あ
る
。
体
表
面
は
、
白
い
粉
状
の
蝋
質
分
泌
物
で
覆
わ
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、
メ
ス
と
オ
ス
と
で
は
形
状
も
生
活
ス
タ
イ
ル

も
異
な
る
。
メ
ス
は
蛹
の
時
期
が
無
く
、
オ
ス
は
蛹
を
経
て
成
虫
と
な

る
。 

 

面
白
い
の
は
、
オ
ス
成
虫
に
は
、

「
口
」
が
無
く
て
、
摂
食
も
せ
ず
に

交
尾
を
終
る
と
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
生
殖
の
た
め
に
だ

け
、
発
生
す
る
と
云
う
状
況
で
あ
る
。 

 

メ
ス
は
３
回
脱
皮
を
し
て
、
成
虫
と
な
り
樹
液
を
吸
っ
て
生
活
す
る
。

公
園
の
シ
イ
や

マ
テ
バ
シ
イ
に
は
多
数
寄
生
し
て
い
て
、
虫
の
排
泄
す
る

糞
に

「
ス
ス
病
菌
」
が
繁
殖
す
る
た
め
に
、
寄
主
の
樹
木
の
枝
や
葉
が
、

眞
黒
に
な
り
美
観
を
損
ね
る
。 

 

メ
ス
は
、
５
月
か
ら
６
月
頃
に
寄
主
植
物
の
樹
皮
の
裂
目
や
落
葉
の
間

に
、
線
状
の

「卵
の
う
」
を
作
り
、
こ
の
中
に
１
０
０
個
前
後
の
卵
を
産
み
つ
け
る
。 

 

こ
の
卵
は
、
そ
の
ま
ま
夏
を
越
し
、
１
２
月
か
ら
１
月
頃
に
か
け
孵
化
し
て
樹
液
を
吸
う
。
ど
う
し
た
訳
か
、
冬
の
間
に
樹
木
の

幹
の
根
本
に
集
り
集
団
を
作
る
。 

 

こ
れ
が
、
成
長
す
る
と
共
に
大
移
動
を
開
始
し
、
家
屋
内
に
侵
入
し
た
り
、
壁
面
を
覆
う
こ
と
に
な
る
。
時
に
は
、
洗
濯
物
や
布

団
な
ど
に
群
が
る
場
合
も
あ
っ
て
、
迷
惑
な
虫
で
あ
る
。 

 

な
お
、
屋
内
侵
入
の
被
害
の
あ
っ
た
周
辺
の
樹
木
を
調
べ
た
所
、
多
い
木
で
は
、
数
万
匹
を
数
え
た
と
云
う
。 

 

で
は
、
そ
の
対
策
は
ど
う
す
る
か
だ
が
、
家
屋
の
外
側
は
、
殺
虫
剤
散
布
に
よ
く
駆
除
も
可
能
だ
が
、
今
日
的
で
は
な
い
。 

 

室
内
に
侵
入
し
た
も
の
に
は
、
掃
除
機
に
よ
る
吸
引
、
除
去
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
様
な
状
況
に
至

っ
た
の
は
、
環
境
の
劣
化
が
要
因
の
ひ
と

つ
な
の
で
、
侵
入
は
、
人
災
と
反
省
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。 

 

大
切
な
の
は
、
地
道
な
植
栽
管
理
で
、
健
康
な
樹
木
が
育

つ
環
境
づ
く
り
で
あ
る
。
季
節
の
虫
の
行
動
を
注
意
深
く
観
察
す
る
と

色
々
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。 

 

時
な
ら
ぬ
、
オ
オ
ワ
ラ
ジ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
侵
入
は
、
環
境
問
題
の
シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
。 
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薪薪薪薪
ス
ト
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ブ

ス
ト
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ブ

ス
ト
ー
ブ

ス
ト
ー
ブ
のののの
効
果
効
果
効
果
効
果
～～～～    

 
 

二
酸
化
炭
素
削
減
の
為
の
環
境
省
主
催
の
活
動

【
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

『
一
村

一
品
』
大
作
戦
全
国

大
会
】
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
優
秀
賞
に
は
京
都
府
代
表
の
雲
ヶ
畑
中
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
活
動
内
容
と
は･

･
･

、

『校
内
の
全
て
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
、
薪
ス
ト
ー
ブ
に
切
り
替
え
る
』
と
い

う
も
の
で
し
た
。
薪
ス
ト
ー
ブ
と
言
い
ま
す
と
、
如
何
に
も
時
代
遅
れ
な
気
が
し
ま
す
が
、
最
近
の
中

東
情
勢
な
ど
の
不
安
定
化
に
よ
り
石
油
が
高
騰
し
た
経
緯
か
ら
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
暖
房
費
を
抑
え
る

為
に
、
北
海
道
や
東
北
を
中
心
に
薪
ス
ト
ー
ブ
の
需
要
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

 

ス
ト
ー
ブ
と
い
う
と
石
油

（灯
油
）
ス
ト
ー
ブ
か
Ｆ
Ｆ
式

（ガ
ス
）
ス
ト
ー
ブ
の
２
種
類
が
現
在

一
般

的
で
す
。
し
か
し
、
現
在
、
薪
ス
ト
ー
ブ
が
急
激
に
そ
の
シ
ェ
ア
を
広
げ
て
い
る
の
で
す
。 

 

☆☆☆☆
薪薪薪薪
ス
ト
ー
ブ

ス
ト
ー
ブ

ス
ト
ー
ブ

ス
ト
ー
ブ
はははは
何何何何
が
い
い
の
か

が
い
い
の
か

が
い
い
の
か

が
い
い
の
か
？？？？
問
題
点

問
題
点

問
題
点

問
題
点
はははは
？？？？    

 

ま
ず
、

一
番
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
省
エ
ネ
効
果
で
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
は
将
来
枯
渇
す
る
事
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
石

油
や
灯
油
を
使
用
せ
ず
、
通
常
使
用
さ
れ
る
事
の
な
い
自
然
の
木
材
を
燃
料
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
石
油
や
灯
油
を
燃

や
し
て
暖
め
た
場
合
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
そ
の
火
力
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
薪
ス
ト
ー
ブ
の
炎
か
ら
は
遠
赤
外
線
が
放
出
さ
れ
て
い
る
為
、
身
体
の
芯
ま
で

温
ま
り
ま
す
の
で
、
冬
の
暖
房
器
具
と
し
て
も
優
秀
で
す
。 

 

反
面
、
そ
の
原
料
を
集
め
る
作
業
は
、
大
変
で
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
薪
で
す
。
近
く
の

農
業
を
営
ん
で
い
る
方
や
木
材
屋
さ
ん
等
か
ら
薪
を
収
集
し
、
そ
れ
を
使
え
る
長
さ
に
切
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
生
木
は
燃
え
な
い
為
、
そ
の
後
に
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
薪
ス
ト
ー

ブ
の
燃
料
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
薪
ス
ト
ー
ブ
は
煙
突
を
必
要
と
す
る
為
、
年
に

一
回
煙
突
に
溜
ま
る
ス
ス
の
掃
除
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
、
安
全
の

為
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
変
で
す
。 

 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

～～～～
暖
炉
暖
炉
暖
炉
暖
炉
のののの
火火火火
を
み
る
と

を
み
る
と

を
み
る
と

を
み
る
と
落落落落
ちちちち
着着着着
くくくく
？
～
？
～
？
～
？
～    

 

余
談
で
す
が
、
初
対
面
の
二
人
が
会
話
を
す
る
場
合
、
暖
炉
が
あ
る

・
な
し
の
条
件
に
よ
り
、
ど
の
様
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
し
ょ
う
？ 

 

そ
の
実
験
を
行

っ
た
結
果
、
暖
炉
の
火
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
た
そ
う
で

す
。 

 
詳
し
く
見
て
み
る
と
、

『
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
』

『癒
さ
れ
る
』

『会
話
の
相
手
が
自
分
に
似
て

い
る
と
感
じ
る
』

『
２
人
の
距
離
が
縮
ま
る
』

『会
話
中
に
暖
炉
を
見
る
回
数
が
多
い
』
等
の
、

効
果
が
あ
っ
た
と
の
事
で
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
火
を
見
る
と
落
ち
着
く
と
感
じ
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
暖
炉
の
よ
う
に
視
線
を
外
せ
る
も
の
が
あ
る
と
、
自
然
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
患
者
の
正
面
に
座
ら
な
い
事
や
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
に
視
線
を

外
し
や
す
い
よ
う
に
小
物
を
配
置
す
る
の
と
同
じ
理
論
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

管
理
は
大
変
で
す
が
、
エ
コ
な
癒
し
の
空
間
の
為
に
暖
炉
風
な
薪
ス
ト
ー
ブ
を
導
入
す
る
の
も
面

白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

〔〔〔〔写真説明写真説明写真説明写真説明〕〕〕〕    
このグロテスクなオオワラジカイガ

ラムシは、迷惑虫というよりも環境

問題のシグナルだ 


